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第８章 キャリア教育 
 

１ キャリア教育の充実 
 

 近年、産業・経済の構造的変化、雇用の流動化等が進む中、就職・進学を問わず、子供た

ちの進路をめぐる環境は大きく変化し、若者をめぐる様々な課題が浮かび上がっています。

若者の勤労観、職業観の未成熟や、社会人・職業人としての基礎的・基本的な資質・能力の

不十分さなどを克服していくことが求められています。 

 このような中、学習指導要領では、児童生徒が、学ぶことと自己の将来とのつながりを見

通しながら、社会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる資質・能力を身に付けていくこ

とができるよう、特別活動を要としつつ各教科（科目）等の特質に応じて、キャリア教育の

充実を図り、その中で、生徒が自らの在り方（生き方）を考え主体的に進路を選択すること

ができるよう、学校の教育活動全体を通じ、組織的かつ計画的な進路指導を行うこととして

います。 

 また、特別活動においては、学校、家庭及び地域における学習や生活の見通しを立て、学

んだことを振り返りながら、新たな学習や生活への意欲につなげたり、将来の（在り方）生

き方を考えたりする活動を行います。その際、児童生徒が自らの学習状況やキャリア形成を

見通したり、振り返ったりできるように、「キャリア・パスポート※」等を活用します。また、

その記述を基に対話的に関わることによって、児童生徒一人一人の成長を促すようにします。

「キャリア・パスポート」とは、児童生徒が、小学校から高等学校までのキャリア教育に関

わる諸活動について、特別活動の学級活動及びホームルーム活動を中心として、各教科等と

往還し、自らの学習状況やキャリア形成を見通したり振り返ったりしながら、自身の変容や

成長を自己評価できるよう工夫されたポートフォリオのことです。 
                                          

※「キャリア・パスポート」 第４章 指導の実際 ６ 特別活動の指導 P46参照 

 

２ キャリア教育の展開 

 

(1) 発達課題と指導内容 

  キャリア教育は、小学校から高等学校までの組織的、系統的な教育活動です。各校種の発達

課題を踏まえた上で、各教科等の様々な教育活動で扱う題材の配置や指導の手順について計

画性をもち、各段階での指導内容を明確にしておくことが必要です。その中で社会的・職業

的自立に向けて必要な基盤となる能力［基礎的・汎用的能力］として、「人間関係形成・社

会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「キャリアプランニング能力」

等を育成していくことが大切です。 
 
 ア 小学校段階 

   進路の探索・選択に関わる基盤形成の時期として、自分の将来に夢や希望を抱かせるよう

に指導します。例えば、学級活動や児童会活動では、望ましい人間関係の育成に始まり、

生活上の諸問題の解決に向けた学級内の組織づくり等の活動を通して、現在や将来に希望

や目標をもって生きる意欲や態度を形成します。また、道徳科では勤労の意義や尊さを理

解させながら、学校行事や総合的な学習の時間での社会見学、勤労・生産体験、ボランテ

ィア活動を通して社会に奉仕する喜びを実感させるなど、相互に関連を図った指導も大切

です。各教科では、生活科や家庭科において家庭での仕事や役割分担について理解する、

社会科において地域や我が国の産業等について学習するなどの取組も考えられます。 
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 イ 中学校段階 

   キャリアの形成に向けて、生徒が、自分の適性を考えたり、職業や志望校・学科について

調べたりする学習を通して、自分にふさわしい進路を主体的に選択できるように指導しま

す。そのためには、進路相談室や進路コーナーを整備して生徒に活用を促すことや、職場

体験や体験入学等の啓発的な活動を実施します。また、進路について調べたことや進路相

談の記録を、３年間にわたりファイルしていくことにより、継続的、発展的にキャリアに

関する学習を進められるようにします。なお、個別指導の際は、生徒に肯定的に自分を理

解させるように配慮し、将来について夢や希望を抱かせることを大切にします。 
  

ウ 高等学校段階 

   就職や進学を目指す生徒にとって、職業の特徴を調べ、自らの適性を踏まえて将来につい

て具体的に考えさせることが重要です。加えて、生涯にわたりキャリアを発達させる態度

を育むために、自己理解の仕方と進路に関する情報収集・活用の方法を身に付けさせる指

導や自己実現に向けて努力させることも大切にしたいことです。例えば、社会人・職業人

を学校に招き、講話や懇談会を通して、キャリアを形成していく際に求められる能力や資

格要件等の情報を得させること、また、資格や学部・学科に関して調べたことを蓄積させ

ながら、インターンシップ、オープンキャンパス等、進路について思考する機会を活用さ

せることは有効です。  
＜ 小学校・中学校・高等学校におけるキャリア発達 ＞ 
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       「小学校 キャリア教育の手引き〈改訂版〉」文部科学省 令和４年３月 及び、 
「中学校・高等学校 キャリア教育の手引き」文部科学省 令和５年３月 を参考に作成 

(2) 学級・ホームルーム活動及び教科学習との相互補完 

   キャリアを形成する態度を育成するためには、職業や進路等キャリアに関する学習と学級・

ホームルーム活動及び教科（科目）の学習との相互補完性を重視することが大切です。 

  学級・ホームルーム活動等で行うキャリアに関する学習は、将来の生き方について考えを広

げ、深めていくことがねらいです。その学習の展開では、進路についての共通の悩み・課題

に焦点を当て、みんなで考えながら学習を進めるとともに、児童生徒一人一人に自分の在り

方を考えさせるようにします。また、児童生徒による自己評価やポートフォリオ（活動記録

のファイリング）的な教材等を活用して、正しい自己理解に役立てさせます。そして、将来

の職業や進路について考えさせる際には、自分の将来について夢や希望をもち続けさせるこ

とを大切にします。これらを通して、児童生徒は自分の将来について真剣に考えるようにな

り、学習に取り組む姿勢の向上にもつながります。 

  一方、各教科(科目)では、それぞれの特性を生かして、進路への関心を高揚させる学習活動
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を心がけます。例えば、学んだ知識が実際に役立つような体験的・作業的な学習を日頃の学

習活動に取り入れることで、生徒のもつ能力を引き出します。 

 

(3) 進路相談の充実 

   進路相談は、将来について共に考えることで進路への関心を高め、また個別に指導し援助す

ることでキャリア発達に向けて必要な能力や態度を培う大切な機会です。その際、次の点に

留意して、進路相談の充実に努めます。 

 ・カウンセリングの基礎的な技法を身に付けることで、受容的な態度で接し、生き方や進路に

関する悩みを十分に受け止める。 

 ・進路に関する適切な情報を与え、共に考えながらも主体的に問題を解決しようとするまで待

つことで、自らの意志と責任で選択する態度を育成する。 

 ・進路について幅広い視野から適切にアドバイスができるように、事前に、職業や産業社会等

に関する知識を身に付けておく。 

 

(4) 地域社会や保護者との連携 

 ア 地域社会との連携・協働 

   地域社会との連携の下に、職場体験や講演会等を取り入れることは、体験的に情報を収集

・活用することができるだけではなく、地域の人々との触れ合いを通して、自らの生き方

を考えさせ、望ましい勤労観や職業観を育てるために有効です。 

   中学校の職場体験や高等学校の就業体験については、地域の人々の協力の下、「社会に学

ぶ『14 歳の挑戦』」や「社会へ羽ばたく『17 歳の挑戦』」等の機会を活用します。実施に

当たっては、受け入れ先との打合せを綿密に行い、体験の意義や心構え、作業中の安全へ

の注意等について事前指導を十分に行う必要があります。また、実体験の感動が一過性の

ものとして薄れないように、内面化、共有化を図る事後指導を徹底することが大切です。 

 イ 保護者との連携・協働 

     進路に関する保護者の考え方は、児童生徒のキャリア発達に大きな影響を与えます。そこ

で、授業参観や保護者会、「進路だより」等を通して、学校のキャリア教育の方針や指導

内容について伝え、理解を深めてもらうようにします。また、保護者会や三者面談では、

保護者の意見も十分に聞きながら懇談を進め、児童生徒が家族の理解と支援のもと、生き

方や進路について考えていけるようにします。 
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